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音楽堂

駒山公園

ももりん号
運行コース

CONTENTSCONTENTS

市民フォト・ふくしま夢通信
平成24年4月1日 発行 No.10 2012年 春号

編 集
発 行

〒960−8601 福島市五老内町3−1
☎024−525−3710　FAX.024−536−9828
E-mail : kouhou@mail.city.fukushima.fukushima.jp

福島市役所 広報広聴課

ホームページもご覧ください ▶ 福島市 検　索 クリック

4 またこらんしょ

2 福島の元気

8 福島の農業を支える人々
～ 福島市観光コンシェルジュのお薦めスポット ～
『花もみもある』ふくしま市へ

12 福島市復興への道筋

16 インフォメーション
●まちなか周遊「ももりん号」運行
●「ももりん号」で市内の
　　　　　　名所巡りを楽しもう！

荒川の堤防沿いには、約
220本の桜並木が勢ぞろ
い。子どもたちの元気に走
り回る姿と満開の桜が、春
を一層輝かせます。

「荒川桜づつみ
　 河川公園と子どもたち」
撮　影：宗 像　武 さん
　　　  　（平成23年度市民カメラマン）

撮影地：荒川桜づつみ河川公園（八木田）

■運行期間
4月7日（土）～22日（日）  毎日運行
午前9時40分～午後4時20分（約30分に1本の間隔で運行）

■運　賃（1日フリー切符）

■発　着

大人300円、小児150円

福島駅東口バスプール　6番乗り場

■問い合わせ 商業労政課 ☎024-525-3720
■運行コース
福島駅
東口 こむこむ館前 御倉邸

入口
稲荷神社・歴史館
（上町） 市役所前

信夫山入口
（福島テレビ） 古関裕而記念館前

競馬場前

県立美術館
入口

MAX
ふくしま

コラッセ
ふくしま

■こむこむ（子どもの夢を育む施設）
開館時間／9:30～19:00（火曜日休※祝日の場合は翌日）
入 館 料／無料
問い合わせ／☎024-524-3131
□春休み企画展
「～ドキドキとわくわくのページを開こう！～
とびだす絵本ワールド」（無料）
4月8日（日）まで 9:30～17:30
※ももりん号ご利用の方は、プラネタリウム団
体料金で観覧できます。

■御倉邸（旧日本銀行福島支店長役宅）
開館時間／10:00～18:00（火曜日休※4月を除く）
入 場 料／無料
問い合わせ／☎024-522-2390
□ふくしまの民話ライブ（無料）
4月7日（土）～22日（日）10:00～16:00
□市民定例「茶会」（無料）
4月15日（日）10:00～15:00
□御倉邸のさくら祭り
4月15日（日）11:00～16:00

■ふれあい歴史館
開館時間／9:30～16:30（火曜日休※祝日の場合は翌日）
入 館 料／無料
問い合わせ／☎024-521-5318
□特別展「芭蕉と福島 ～昔の旅と芭蕉が歩
いた福島のまち～」（無料）
4月1日（日）～6月25日（月）

■JRA福島競馬場
入 場 料／100円（競馬開催期間のみ）
問い合わせ／☎024-534-2121
□春の福島競馬開催
4月7日（土）・8日（日）・14日（土）・15日（日）・
21日（土）・22日（日）・28日（土）・29日（日）

■古関裕而記念館
開館時間／9:00～16:30 最終入館16:00
入 館 料／無料
問い合わせ／☎024-531-3012
□桜ライブコンサート
●男声合唱の調べ（有料）
4月8日（日）14:00～15:30
●オカリナの調べと、みんなで歌おう（無料）
4月14日（土）13:30～15:00
●ハモンドオルガンとみんなで歌おう（無料）
4月22日（日）14:00～15:30
□古関メロディーをみんなで歌いましょう
毎週日曜日 11:30～13:00
※都合により変更する場合があります。

■音楽堂
開館時間／9:00～21:00（12月29日～1月3日休）
入 館 料／無料
問い合わせ／☎024-531-6221
□バックヤードツアー（約15分）
　ホールやパイプオルガンをご案内します。
4月8日（日）～20日（金）※14・15日は除く

スタート時間／11:00 12:00 14:00 15:00 16:00
※都合により変更する場合があります。

■県立美術館（4月6日（金）まで臨時休館）
開館時間／9:30～17:00 最終入館16:30

（月曜日休※祝日の場合は翌日）
問い合わせ／☎024-531-5511
□企画展 五味太郎作品展「絵本の時間」
4月14日（土）～5月20日（日）
観 覧 料／一般・大学生700円（560円）

高校生500円（400円）
小・中学生300円（240円）　

□常設展 コレクションⅠ
4月7日（土）～7月1日（日）
観 覧 料／一般・大学生260円（210円）

高校生以下無料　
※（　）は20人以上の団体料金です

■A・O・Z（アオウゼ）
開館時間／9:00～21:00
入 館 料／無料
問い合わせ／☎024-533-2344
□花見山の花々写真展（無料）
4月30日（祝）まで
□樹木医に聞く桜の木の話（無料）
4月10日（火）14:00～
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■福島の元気
■またこらんしょ
■福島の農業を支える人々

■福島市復興への道筋

表紙紹介

まちなか周遊
「ももりん号」運行
まちなか周遊
「ももりん号」運行
フルラッピングされたバスが、市内を巡ります。

「ももりん号」で市内の名所巡りを楽しもう！
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子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
皆
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ふ
る
さ
と
を
、美
し
い
元
気
な
福
島
市
を
取
り
戻
す
。

復
興
元
年

　復
興
へ
向
け
た
希
望
の
年
と
な
る
よ
う
願

い
を
込
め
て
、一
つ
一
つ
の
事
業
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

除
染
を
は
じ
め
と
し
た
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

み
、
再
興
、
さ
ら
に
は
以
前
よ
り
も
飛
躍
す
る
街
を
目
指

し
ま
す
。

私
た
ち
は
、前
を
向
い
て
進
み
ま
す
。

今
号
で
は
、
観
光
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
お
薦
め
の
春
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
、福
島
の
農
業
を
支
え
る
人
々
を
紹
介
し
ま
す
。

「
福
島
人
の
胸
の
火
を
、

　
　何
が
あ
っ
て
も
絶
や
し
て
は
な
ら
な
い
」

詩
人
　和
合
亮
一
氏 

作
「
ふ
た
た
び
の
春
に
」
か
ら

1 福島わらじまつり
2 ふくしま花火大会
3 絆とうろう（土湯温泉）
4 プロジェクト FUKUSHIMA（詩のスクール）
5 プロジェクト FUKUSHIMA（四季の里）
6 飯坂けんか祭り
7 プロジェクト FUKUSHIMA（詩のスクール）
8 飯坂温泉ファイヤー祭
9 県ご当地グルメサミット in 福島
10 光のしずく号 （光のしずくプロジェクト）
11 福島わらじまつり
12 ふくしま総文（全国高等学校総合文化祭）
13 福島秋祭り連山車

1 11 撮影：平成23年度市民カメラマン 宍戸良之さん

2012 Spring 春号3 2市民フォト･ふくしま夢通信
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2012 Spring 春号3 2市民フォト･ふくしま夢通信
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459

土湯温泉土湯温泉

安達太良山

道の駅つちゆ

二本松 IC

福島西 IC

二本松市

4

13福島飯坂 IC

福島市

114

磐梯吾妻
スカイライン

NN

高湯温泉高湯温泉

至仙台至米沢

至
猪
苗
代

至郡山至郡山

吾妻小富士

一切経山

飯坂温泉飯坂温泉

東
北
自
動
車
道

不動沢橋

※
昨
年
に
引
き
続
き
全
車
種
無
料

で
通
行
可
。通
行
期
間
は
11
月

15
日
㈭
ま
で
で
す
。

磐
梯
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

4月8日日

無
料
再
開
通

﹇
再
開
通
式
﹈

●
と
　き
／
4
月
8
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　午
前
10
時
〜

●
と
こ
ろ
／
高
湯
ゲ
ー
ト

　
春
に
な
る
と
紫
に
煙
る
吾
妻
山
。
そ

の
山
肌
を
縫
う
よ
う
に
走
る
磐
梯
吾
妻

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
、
日
本
の
道
100
選
に

も
選
ば
れ
た
山
岳
道
路
で
す
。

　
「
草
木
も
な
い
荒
涼
と
し
た
風
景
と

豊
か
な
緑
の
風
景
が
混
在
す
る
、
め
く

る
め
く
大
パ
ノ
ラ
マ
。
自
然
に
対
す
る

畏
怖
す
ら
感
じ
ら
れ
る
、
そ
こ
が
大
き

な
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
」

と
花
井
さ
ん
。

　
毎
年
4
月
に
出
現
す
る

„
雪
の
回
廊
“
「
市
街
地

は
春
ら
ん
ま
ん
。
で
も
、

山
道
を
登
る
と
、
雪
の
壁

に
囲
ま
れ
て
、
高
さ
４
ｍ

に
も
な
る
冬
に
逆
戻
り
。
冬
と
春
を
一

度
に
楽
し
め
ま
す
」
。
市
街
地
が
一
望

で
き
る
不
動
沢
橋
周
辺
も
眺
望
の
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

　
そ
し
て
、
花
井
さ
ん
の
も
う
一
つ
の

お
薦
め
は
温
泉
。
「
ド
ラ
イ
ブ
の
後

に
、
ゆ
っ
た
り
温
泉
に
浸
か
る
と
、
疲

れ
た
体
が
癒
や
さ
れ
て
い
く
の
が
分
か

る
ん
で
す
よ
ね
」

　
福
島
に
来
た
ら
、
ぜ
ひ
足
を
延
ば
し

て
磐
梯
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
へ
。
運
が

よ
け
れ
ば
、
眼
下
に
雲
海
の
絶
景
も
見

ら
れ
ま
す
よ
。

や
わ
ら
か
な
風
と
一
緒
に
漂
う
甘
い
花
の
香
り
。

長
く
厳
し
い
冬
の
間
に
降
り
積
も
っ
た
雪
も
解
け
出
し
、
う
れ
し
い

春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
「
ま
た
こ
ら
ん
し
ょ
〜
ま
た
来
た
く
な
る
『
花
も
み

も
あ
る
』
ふ
く
し
ま
市
へ
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
広
く
福
島
市
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
る
福
島
市
観
光
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
の
皆
さ
ん
に
、
飛
び
切
り
の
春
観
光
を

伺
い
ま
し
た
。
福
島
市
を
知
り
尽
く
し
た
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
お
薦
め
の
観
光
ポ
イ
ン
ト
に

出
掛
け
れ
ば
、
い
つ
も
の
何
倍
も
春
を
満
喫

で
き
ま
す
よ
。

冬と春を一度に楽しめる雪の回廊
不動沢橋周辺は眺め抜群
冬と春を一度に楽しめる雪の回廊
不動沢橋周辺は眺め抜群

福島市観光コンシェルジュ
（市旅館ホテル協同組合理事）

花井 徳良 さん

それぞれの分野で活躍されている皆さ
んを、1年間の養成講座を経て、「福島市
観光コンシェルジュ」に認定。現在22人
が、観光まちづくり集団として、福島市
のお薦め情報をブログなどで発信して
います。 

福島市観光コンシェルジュとは？？

■
問
／
観
光
課

　☎
5
2
5-

3
7
2
2

撮影：H23年度市民カメラマン  宍戸良之さん

▲雪の回廊

のり よしはな い

い

ふ

『
花
も
み
も
あ
る
』ふ
く
し
ま
市
へ

『
花
も
み
も
あ
る
』ふ
く
し
ま
市
へ

磐梯吾妻
スカイライン

VI
EW

 SPOT 2

慈徳寺の桜
（P6地図参照）

VI
EW

 SPOT 1

『花もみもある』ふくしま市へまたこらんしょ
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す
る

„
雪
の
回
廊
“
「
市
街
地

は
春
ら
ん
ま
ん
。
で
も
、

山
道
を
登
る
と
、
雪
の
壁

に
囲
ま
れ
て
、
高
さ
４
ｍ

に
も
な
る
冬
に
逆
戻
り
。
冬
と
春
を
一

度
に
楽
し
め
ま
す
」
。
市
街
地
が
一
望

で
き
る
不
動
沢
橋
周
辺
も
眺
望
の
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

　
そ
し
て
、
花
井
さ
ん
の
も
う
一
つ
の

お
薦
め
は
温
泉
。
「
ド
ラ
イ
ブ
の
後

に
、
ゆ
っ
た
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泉
に
浸
か
る
と
、
疲

れ
た
体
が
癒
や
さ
れ
て
い
く
の
が
分
か

る
ん
で
す
よ
ね
」

　
福
島
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来
た
ら
、
ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
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磐
梯
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
へ
。
運
が

よ
け
れ
ば
、
眼
下
に
雲
海
の
絶
景
も
見

ら
れ
ま
す
よ
。

や
わ
ら
か
な
風
と
一
緒
に
漂
う
甘
い
花
の
香
り
。

長
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厳
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冬
の
間
に
降
り
積
も
っ
た
雪
も
解
け
出
し
、
う
れ
し
い

春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
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号
で
は
、
「
ま
た
こ
ら
ん
し
ょ
〜
ま
た
来
た
く
な
る
『
花
も
み

も
あ
る
』
ふ
く
し
ま
市
へ
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
広
く
福
島
市
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
る
福
島
市
観
光
コ
ン
シ
ェ
ル
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皆
さ
ん
に
、
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春
観
光
を
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福
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コ
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薦
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光
ポ
イ
ン
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に

出
掛
け
れ
ば
、
い
つ
も
の
何
倍
も
春
を
満
喫

で
き
ま
す
よ
。

冬と春を一度に楽しめる雪の回廊
不動沢橋周辺は眺め抜群
冬と春を一度に楽しめる雪の回廊
不動沢橋周辺は眺め抜群

福島市観光コンシェルジュ
（市旅館ホテル協同組合理事）

花井 徳良 さん

それぞれの分野で活躍されている皆さ
んを、1年間の養成講座を経て、「福島市
観光コンシェルジュ」に認定。現在22人
が、観光まちづくり集団として、福島市
のお薦め情報をブログなどで発信して
います。 

福島市観光コンシェルジュとは？？

■
問
／
観
光
課

　☎
5
2
5-

3
7
2
2

撮影：H23年度市民カメラマン  宍戸良之さん
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パルセ
いいざか

福
島
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坂
線

飯
坂
街
道

至茂庭

至国道13号

舘ノ山
公園

大鳥中

飯
坂
小

鯖
湖
湯

飯坂
野球場

飯
坂
支
所

花ももの里 旧堀切邸
波来湯

花もも公園NN

空を映す鏡のように静かな女沼
ツツジの群生地
　　　「つつじ山公園」もお薦め

空を映す鏡のように静かな女沼
ツツジの群生地
　　　「つつじ山公園」もお薦め

▲福島交通飯坂線を走る
　鉄道ファンにとっては
　懐かしの7000系電車

▲飯坂温泉街も眺められる花ももの里

▲つつじ山公園から眺める女沼

▲思いの滝

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
「
ふ
く
し
ま

花
案
内
人
」
と
し
て
、
福
島
市
内
の
花

の
魅
力
を
伝
え
て
き
た
大
宮
さ
ん
。
飯

坂
温
泉
街
の
郊
外
に
平
成
19
年
オ
ー
プ

ン
し
た
「
花
も
も
の
里
」
は
年
々
そ
の

魅
力
を
増
し
て
い
る
、
大
宮
さ
ん
が
太

鼓
判
を
押
す
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　
花
も
も
の
里
に
は
、
4
月
上
旬
か
ら

5
月
上
旬
に
か
け
て
、
世
界
中
か
ら
集

め
た
ハ
ナ
モ
モ
約
40
種
類
が
咲
き
誇
り

ま
す
。
「
さ
ら
に
上
っ
て
、
舘
ノ
山
の

頂
上
の
駐
車
場
付
近
は
眺
め
も
良
く
、

八
重
桜
越
し
に
市
の
中
央
に
あ
る
信
夫

山
も
見
え
ま
す
」

　
ま
た
、
近
く
に
は
、
約
3
0
0
本
の

ハ
ナ
モ
モ
を
市
民
が
植
え
た
「
花
も
も

公
園
」
も
あ
り
ま
す
。

　
「
花
も
も
の
里
に
行
く
な
ら
、
ロ
ー

カ
ル
線
の
福
島
交
通
飯
坂
線
を
使
う
の

も
風
情
が
あ
っ
て
い
い
で
す
よ
。
泉
駅

の
先
で
見
え
る
松
川
の
桜
並
木
と
、
医

王
寺
駅
を
過
ぎ
た
辺
り
か

ら
眼
下
に
広
が
る
サ
ク
ラ

ン
ボ
畑
は
、
車
窓
か
ら
見

え
る
極
上
の
春
ス
ポ
ッ
ト

で
す
」
。
車
窓
か
ら
楽
し

む
春
も
ぜ
ひ
満
喫
し
て
く

だ
さ
い
。

福島市観光コンシェルジュ
（ふくしま花案内人）

大宮 三枝子 さん

福島市観光コンシェルジュ
（NPO法人ふくしま
　バリアフリーツアーセンター長）

佐藤 由香利 さん

　
「
私
が
春
を
感
じ
る
の
は
空
の
色
。

明
る
い
ブ
ル
ー
の
日
が
多
く
な
る
と
、

つ
い
ド
ラ
イ
ブ
に
出
掛
け
た
く
な
り
ま

す
ね
」
と
語
る
佐
藤
さ
ん
。

　
そ
ん
な
佐
藤
さ
ん
が
雪
解
け
を
待
っ
て
、

毎
年
出
掛
け
る
「
女
沼
」
は
、
土
湯
温
泉

か
ら
車
で
10
分
の
所
に
あ
り
ま
す
。
緑
の

木
々
の
中
に
ぽ
っ
か
り
と
開
け
た
空
間
は
、

存
在
自
体
が
神
秘
的
で
、
ま
る
で
空
を
映

す
鏡
の
よ
う
。
「
静
か
な
水
面
を
見
て
い

る
と
、
心
が
穏
や
か
に
な
っ
て
い
く
の
を

実
感
で
き
ま
す
」

　
女
沼
の
魅
力
の
一
つ
は
、
高
齢
の
方

な
ど
も
気
軽
に
楽
し
め
る
こ
と
。
「
沼

の
目
の
前
に
駐
車
場
が
あ
り
、
散
策
路

に
は
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
が
敷
き
詰
め
て
あ

る
の
で
歩
き
や
す
い
で
す
ね
。
車
か
ら

降
り
ず
に
深
呼
吸
し
た
り
、
小
鳥
の
さ

え
ず
り
や
近
く
に
あ
る
「
思
い
の
滝
」

の
音
に
耳
を
澄
ま
す
だ
け
で
も
、
深
い

森
の
春
を
満
喫
で
き
ま
す
よ
」

　
ま
た
、
女
沼
の
手
前
に
あ
る
ツ
ツ
ジ

の
群
生
地
「
つ
つ
じ
山
公
園
」
も
お
薦

め
。
小
高
い
丘
一
面
に
咲
く
ツ
ツ
ジ
と
、

女
沼
の
組
み
合
わ
せ
が
楽
し
め
る
見
頃

は
５
月
中
旬
で
す
。

　
も
っ
と
春
を
味
わ
い
た
い
と
き
は
、

花
々
が
整
然
と
咲
き
そ
ろ
う
「
四
季
の

里
」
も
お
薦
め
。
季
節
の
果
物
を
使
っ
た

ア
イ
ス
や
、
そ
ば
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
も
楽

し
め
ま
す
。
「
四
季
の
里
は
、
ト
イ
レ
も

バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
安
心
で
す
よ
」

見逃したくない花ももの里
ローカル線から眺める“春”も格別
見逃したくない花ももの里
ローカル線から眺める“春”も格別

おお みや み こえ

さ とう ゆ りか

め
ぬ
ま

女　沼
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fight！　AGRI POWER

　
４
年
前
に
祖
父
母
が
営
ん
で
い
た
農
業

を
継
い
だ
鈴
木
直
人
さ
ん
。
「
父
は
会
社

員
で
す
の
で
、
農
業
を
継
ぐ
の
は
自
分
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
祖
母
が
亡
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
本
格
的
に
始
め
ま
し
た
」
。

主
な
生
産
物
は
、
ハ
ウ
ス
栽
培
の
キ
ュ
ウ

リ
。
「
大
型
ハ
ウ
ス
の
管
理
は
、
1
人
１

棟
が
目
安
。
私
と
祖
父
と
２
棟
の
ハ
ウ
ス

で
品
質
の
よ
い
キ
ュ
ウ
リ
作
り
に
励
ん
で

い
ま
す
」
。
鈴
木
さ
ん
が
作
る
キ
ュ
ウ
リ

は
、
味
が
よ
い
と
評
判
で
、
中
に
は
、
直

接
買
い
に
来
ら
れ
る
方
も
い
る
そ
う
で

す
。
「
自
分
な
り
に
手
応
え
を
感
じ
始
め

て
い
た
と
こ
ろ
に
よ
も
や
の
震
災
。
原
発

事
故
に
よ
る
風
評
被
害
も
重
な
り
、
昨
年

は
悔
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
」
。
値
段

も
下
が
り
、
ハ
ウ
ス
内
の
暖
房
費
も
捻
出

で
き
な
い
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　　
現
在
、
鈴
木
さ
ん
は
、
J
Ａ
新
ふ
く
し

ま
や
卸
売
市
場
の
勉
強
会
に
参
加
し
た

り
、
自
ら
も
情
報
収
集
に
努
め
な
が
ら
安

全
・
安
心
な
野
菜
作
り
に
励
ん
で
い
ま

す
。
「
キ
ュ
ウ
リ
は
、
放
射
能
の
影
響
を

受
け
に
く
い
野
菜
の
よ
う
で
、
ず
っ
と
不

検
出
。
ハ
ウ
ス
の
中
に
は
、
も
と
も
と
放

射
能
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
今

は
、
外
か
ら
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
管
理

を
徹
底
し
て
い
ま
す
」

　
若
い
農
業
後
継
者
の
知
識
・
技
術
の
研

鑽
、
連
携
、
交
流
を
目
的
に
活
動
し
て
い

る
市
農
業
後
継
者
連
絡
協
議
会
の
存
在
も

鈴
木
さ
ん
の
大
き
な
励
み
に
な
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
「
果
樹
や
野
菜
な
ど
、
生
産

物
は
違
っ
て
も
農
業
従
事
者

と
し
て
の
喜
び
、
苦
し
み
は

同
じ
で
す
。
昨
年
は
、
困
難

を
分
か
ち
合
い
、
励
ま
し
合

い
な
が
ら
農
業
を
続
け
て
き

ま
し
た
」

　
２
０
１
２
年
春
、
鈴
木
さ
ん
た
ち

の
会
に
新
規
就
農
者
約
20
人
程
度
が
入
会

し
ま
す
。
「
み
ん
な
農
業
を
一
生
の
仕
事

と
思
っ
て
い
る
大
切
な
仲
間
で
す
。
志
高

く
、
安
全
な
食
べ
物
作
り
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
若
い
力
が
広
く
根
を
張
り
、
花
を
咲
か

せ
、
実
を
結
ぶ
。
一
歩
一
歩
力
強
く
前
に

進
も
う
と
す
る
気
持
ち
が
福
島
の
農
業
を

支
え
ま
す
。

農
業
従
事
者
と
し
て
の
喜
び
、

苦
し
み
は
み
ん
な
同
じ
。

自
己
研
鑽
し
な
が
ら

　

安
全
な
食
べ
物
を
作
り
続
け
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
と
原
子
力
災
害
に
よ
っ
て

福
島
市
の
農
業
は
、
か
つ
て
な
い
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
仕
事
を
続
け
て
き
た

農
家
の
皆
さ
ん
は
、
先
の
見
え
な
い
不
安
を
解
決
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
な
が
ら
困
難
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
未
来
は
、
自
分
の
中
に
あ
る
」
と
熱
く
語
る
、

福
島
市
の
農
業
を
支
え
る
人
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

農業後継者

鈴木 直人 さん
市農業後継者連絡協議会  監事

月の輪  鎌  農園  代表

新
規
就
農
者
が
新
た
な
仲
間
へ

志
高
く
共
に
﹁
安
心
﹂
を
届
け
た
い

手
応
え
を
感
じ
始
め
た
と
こ
ろ
に

起
き
た
大
震
災
�
悔
し
さ
募
る
一
年

け
ん

さ
ん

▲祖父の直平さんとおいしいキュウリ作りに
　取り組む

▼鈴木さんの暮らす東部地区は
　キュウリの一大産地で多くの農家が生産

け
ん

さ
ん

すず き なお と

2012 Spring 春号9 8市民フォト･ふくしま夢通信



fight！　AGRI POWER

　
４
年
前
に
祖
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母
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い
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農
業
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さ
ん
。
「
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キ
ュ
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リ
。
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１
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目
安
。
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２
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ウ
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キ
ュ
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ま
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」
。
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リ
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よ
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れ
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る
そ
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で

す
。
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え
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じ
始
め
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と
こ
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よ
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災
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事
故
に
よ
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風
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も
重
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り
、
昨
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さ
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ぱ
い
で
し
た
」
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。
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収
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菜
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。
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菜
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検
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で
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に
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」

　
若
い
農
業
後
継
者
の
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技
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研
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、
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携
、
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を
目
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に
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る
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後
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者
連
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の
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も
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の
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で
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ど
、
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も
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者

と
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の
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、
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み
は

同
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で
す
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は
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困
難

を
分
か
ち
合
い
、
励
ま
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合

い
な
が
ら
農
業
を
続
け
て
き

ま
し
た
」
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０
１
２
年
春
、
鈴
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さ
ん
た
ち

の
会
に
新
規
就
農
者
約
20
人
程
度
が
入
会

し
ま
す
。
「
み
ん
な
農
業
を
一
生
の
仕
事

と
思
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て
い
る
大
切
な
仲
間
で
す
。
志
高

く
、
安
全
な
食
べ
物
作
り
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
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て
い
ま
す
」

　
若
い
力
が
広
く
根
を
張
り
、
花
を
咲
か

せ
、
実
を
結
ぶ
。
一
歩
一
歩
力
強
く
前
に

進
も
う
と
す
る
気
持
ち
が
福
島
の
農
業
を

支
え
ま
す
。

農
業
従
事
者
と
し
て
の
喜
び
、

苦
し
み
は
み
ん
な
同
じ
。

自
己
研
鑽
し
な
が
ら

　

安
全
な
食
べ
物
を
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り
続
け
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
と
原
子
力
災
害
に
よ
っ
て

福
島
市
の
農
業
は
、
か
つ
て
な
い
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
仕
事
を
続
け
て
き
た

農
家
の
皆
さ
ん
は
、
先
の
見
え
な
い
不
安
を
解
決
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
な
が
ら
困
難
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
未
来
は
、
自
分
の
中
に
あ
る
」
と
熱
く
語
る
、

福
島
市
の
農
業
を
支
え
る
人
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

農業後継者

鈴木 直人 さん
市農業後継者連絡協議会  監事

月の輪  鎌  農園  代表

新
規
就
農
者
が
新
た
な
仲
間
へ

志
高
く
共
に
﹁
安
心
﹂
を
届
け
た
い

手
応
え
を
感
じ
始
め
た
と
こ
ろ
に

起
き
た
大
震
災
�
悔
し
さ
募
る
一
年

け
ん

さ
ん

▲祖父の直平さんとおいしいキュウリ作りに
　取り組む

▼鈴木さんの暮らす東部地区は
　キュウリの一大産地で多くの農家が生産
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　「
1
日
も
早
く
セ
リ
を
再
開
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
花
屋
さ
ん
の
声
に
、
震
災
か

ら
2
週
間
後
の
３
月
25
日
に
セ
リ
を
再
開

し
た
橋
本
さ
ん
。
「
そ
の
時
の
花
屋
さ
ん

た
ち
の
熱
気
は
生
産
者
に
も
届
け
た
い
く

ら
い
の
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
や
る
べ
き

こ
と
を
や
れ
ば
、結
果
は
付
い
て
き
ま
す
」

　
９
年
前
、
福
島
市
内
の
2
つ
の
地
方
卸

売
市
場
が
業
務
統
合
し
、
「
株
式
会
社
福

島
花
き
」
が
誕
生
。
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
の

特
性
を
生
か
し
、
物
流
と
情
報
の
拠
点
と

し
て
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
す
チ
ャ
レ
ン

ジ
は
、
順
調
に
進
ん
で
い
ま
し
た
。

　
「
小
さ
な
困
難
は
付
き
も
の
。
い
つ
も

私
た
ち
の
胸
に
あ
る
の
は
、
生
産
者
と
産

地
、
花
屋
さ
ん
の
こ
と
。
大
震
災
の
と
き

も
し
か
り
。
た
だ
し
、
今
回
の
困
難
は
桁

が
違
い
ま
し
た
」
。
徐
々
に
被
害
状
況
が

明
ら
か
に
な
る
と
、
生
産
地
の
被
害
の
甚

大
さ
に
言
葉
を
無
く
し
た
と
い
う
橋
本
さ

ん
。
「
生
産
者
を
守
り
、
花
屋
さ
ん
を
守

り
、
皆
さ
ん
に
心
を
癒
や
す
花
を
届
け
る

の
が
私
た
ち
の
役
目
。
も
う
迷
い
ま
せ
ん

で
し
た
」

　
昨
年
、
橋
本
さ
ん
は
、
北
海
道
・
東
北

や
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
花
き
出
荷
会
議
で
、

福
島
市
の
現
状
を
話
す
貴
重
な
機
会
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
「
土
壌
管
理
に
万
全
を
尽

く
し
、
特
に
土
に
配
慮
し
な
が
ら
育
て
て

い
る
こ
と
な
ど
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
が
今

で
き
る
限
り
の
努
力
を
し
て
い
る
こ
と
を

伝
え
ま
し
た
」

　
大
震
災
か
ら
1
年
。
再
び
巡
っ
て
き
た

春
。
橋
本
さ
ん
は
、
生
産
農
家
の
皆
さ
ん

の
作
付
け
が
順
調
に
進
む
よ
う
に
祈
り
な

が
ら
元
気
に
毎
日
セ
リ
台
に
立
っ
て
い
ま

す
。
「
私
自
身
、
皆
さ
ん
が
手
塩
に
か
け

て
育
て
た
花
に
い
つ
も
元
気
を
も
ら
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
花
の

た
め
に
最
大
限
の
努
力
を
続
け
て
い
く
だ

け
で
す
」
。
橋
本
さ
ん
の
情
熱
に
応
え
る

よ
う
に
、
福
島
の
春
の
花
た
ち
が
つ
ぼ
み

を
膨
ら
ま
せ
始
め
ま
し
た
。
間
も
な
く
春

本
番
で
す
。

　
福
島
県
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
収
穫
量
は
、

全
国
第
6
位
。
県
内
で
は
、
福
島
市
で
特

に
生
産
が
盛
ん
で
す
。
「
品
質
の
よ
い
、

お
客
さ
ま
に
喜
ば
れ
る
サ
ク
ラ
ン
ボ
作
り

を
目
指
し
て
、
日
々
研
鑽
を
積
ん
で
き
ま

し
た
が
、
わ
れ
わ
れ
の
抱
え
る
問
題
と
し

て
は
、
以
前
か
ら
生
産
農
家
の
高
齢
化
が

あ
り
ま
し
た
。
加
え
て
昨
年
は
原
発
事
故

に
よ
る
風
評
被
害
と
の
闘
い
、
放
射
能
の

除
染
作
業
な
ど
、
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た

困
難
が
立
ち
は
だ
か
り
ま
し
た
」

　
３
月
、
福
島
市
内
の
果
樹
農
家
の
皆
さ

ん
は
、
剪
定
作
業
を
済
ま
せ
た
後
、
国
が

示
し
た
基
準
に
の
っ
と
り
樹
体
の
高
圧
洗

浄
な
ど
の
除
染
作
業
を
行
い
、
そ
の
後
、

普
段
通
り
消
毒
な
ど
の
作
業
に
入
り
ま

す
。
「
時
間
が
い
く
ら
あ
っ
て
も
足
り
ま

せ
ん
。
剪
定
し
た
枝
も
徹
底
し
た
後
始
末

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
が
片
付
か
な
い

と
除
染
作
業
を
始
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
と
に

か
く
今
は
、
み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
艱
難
辛
苦
を
バ
ネ
に
常
に
探
究
心
を
燃

や
し
続
け
る
紺
野
さ
ん
。「
農
業
人
と
し
て

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
か
ら
生
じ
る
自

信
と
誇
り
を
も
っ
て
人
生
を
謳
歌
す
る
こ

と
が
私
の
生
き
方
で
す
」
と
言
い
ま
す
。

「
な
ぜ
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
が
大
事
か
と
言
え

ば
、
果
物
の
収
穫
時
期
を
見
れ
ば
分
か
り

ま
す
。サ
ク
ラ
ン
ボ
、モ
モ
、ナ
シ
、リ
ン
ゴ

と
続
き
ま
す
が
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
が
一
番
早

く
結
果
が
出
ま
す
。だ
か
ら
き
ち
ん
と
育

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
」

　
存
亡
の
危
機
に
あ
る
農
業
を
救
う
た

め
、
「
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
安
全
・
安

心
の
果
物
作
り
を
実
践
し
て
い
き
た
い
」

と
語
る
紺
野
さ
ん
。
お
い
し
い
サ
ク
ラ
ン

ボ
、
今
年
も
待
っ
て
い
ま
す
。

◀市場では今日も活気あるセリが行われる

※アイデンティティー ･････ 帰属意識、特定のある人・
　　　　　　　　　　　　　ものであること

か
ん
な
ん
し
ん

く

か

せ
ん
て
い

お
う
か

け
ん
さ
ん

※

生
産
者
と
花
屋
さ
ん
を
守
り
、

消
費
者
の
皆
さ
ん
に

心
を
癒
や
す
花
を
届
け
る
の
が

私
た
ち
の
役
目

花き卸業

橋本 栄市 さん

市中央卸売市場花き部
株式会社 福島花き  代表取締役社長

除
染
�
風
評
被
害
と
の
闘
い

立
ち
は
だ
か
る
困
難

震
災
か
ら
2
週
間
後
に
セ
リ
を
再
開

花
屋
さ
ん
た
ち
の
熱
気
に
感
動

使
う
土
に
配
慮
す
る
な
ど
生
産
者
の

努
力
を
出
荷
会
議
で
ス
ピ
�
チ

艱
難
辛
苦
を
バ
ネ
に
す
る

福
島
の
安
心
は
サ
ク
ラ
ン
ボ
か
ら

困
難
を
乗
り
越
え
る
た
め
の

探
究
心
は
常
に
持
ち
続
け
る
。

自
分
た
ち
の
技
術
を

磨
い
て
い
く
の
も
大
切
な
こ
と

果樹農家

紺野 繁勝 さん

オウトウ生産研究会  会長

こん の しげ かつ

はし もと えい いち
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　「
1
日
も
早
く
セ
リ
を
再
開
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
花
屋
さ
ん
の
声
に
、
震
災
か

ら
2
週
間
後
の
３
月
25
日
に
セ
リ
を
再
開

し
た
橋
本
さ
ん
。
「
そ
の
時
の
花
屋
さ
ん

た
ち
の
熱
気
は
生
産
者
に
も
届
け
た
い
く

ら
い
の
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
や
る
べ
き

こ
と
を
や
れ
ば
、結
果
は
付
い
て
き
ま
す
」

　
９
年
前
、
福
島
市
内
の
2
つ
の
地
方
卸

売
市
場
が
業
務
統
合
し
、
「
株
式
会
社
福

島
花
き
」
が
誕
生
。
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
の

特
性
を
生
か
し
、
物
流
と
情
報
の
拠
点
と

し
て
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
す
チ
ャ
レ
ン

ジ
は
、
順
調
に
進
ん
で
い
ま
し
た
。

　
「
小
さ
な
困
難
は
付
き
も
の
。
い
つ
も

私
た
ち
の
胸
に
あ
る
の
は
、
生
産
者
と
産

地
、
花
屋
さ
ん
の
こ
と
。
大
震
災
の
と
き

も
し
か
り
。
た
だ
し
、
今
回
の
困
難
は
桁

が
違
い
ま
し
た
」
。
徐
々
に
被
害
状
況
が

明
ら
か
に
な
る
と
、
生
産
地
の
被
害
の
甚

大
さ
に
言
葉
を
無
く
し
た
と
い
う
橋
本
さ

ん
。
「
生
産
者
を
守
り
、
花
屋
さ
ん
を
守

り
、
皆
さ
ん
に
心
を
癒
や
す
花
を
届
け
る

の
が
私
た
ち
の
役
目
。
も
う
迷
い
ま
せ
ん

で
し
た
」

　
昨
年
、
橋
本
さ
ん
は
、
北
海
道
・
東
北

や
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
花
き
出
荷
会
議
で
、

福
島
市
の
現
状
を
話
す
貴
重
な
機
会
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
「
土
壌
管
理
に
万
全
を
尽

く
し
、
特
に
土
に
配
慮
し
な
が
ら
育
て
て

い
る
こ
と
な
ど
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
が
今

で
き
る
限
り
の
努
力
を
し
て
い
る
こ
と
を

伝
え
ま
し
た
」

　
大
震
災
か
ら
1
年
。
再
び
巡
っ
て
き
た

春
。
橋
本
さ
ん
は
、
生
産
農
家
の
皆
さ
ん

の
作
付
け
が
順
調
に
進
む
よ
う
に
祈
り
な

が
ら
元
気
に
毎
日
セ
リ
台
に
立
っ
て
い
ま

す
。
「
私
自
身
、
皆
さ
ん
が
手
塩
に
か
け

て
育
て
た
花
に
い
つ
も
元
気
を
も
ら
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
花
の

た
め
に
最
大
限
の
努
力
を
続
け
て
い
く
だ

け
で
す
」
。
橋
本
さ
ん
の
情
熱
に
応
え
る

よ
う
に
、
福
島
の
春
の
花
た
ち
が
つ
ぼ
み

を
膨
ら
ま
せ
始
め
ま
し
た
。
間
も
な
く
春

本
番
で
す
。

　
福
島
県
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
収
穫
量
は
、

全
国
第
6
位
。
県
内
で
は
、
福
島
市
で
特

に
生
産
が
盛
ん
で
す
。
「
品
質
の
よ
い
、

お
客
さ
ま
に
喜
ば
れ
る
サ
ク
ラ
ン
ボ
作
り

を
目
指
し
て
、
日
々
研
鑽
を
積
ん
で
き
ま

し
た
が
、
わ
れ
わ
れ
の
抱
え
る
問
題
と
し

て
は
、
以
前
か
ら
生
産
農
家
の
高
齢
化
が

あ
り
ま
し
た
。
加
え
て
昨
年
は
原
発
事
故

に
よ
る
風
評
被
害
と
の
闘
い
、
放
射
能
の

除
染
作
業
な
ど
、
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た

困
難
が
立
ち
は
だ
か
り
ま
し
た
」

　
３
月
、
福
島
市
内
の
果
樹
農
家
の
皆
さ

ん
は
、
剪
定
作
業
を
済
ま
せ
た
後
、
国
が

示
し
た
基
準
に
の
っ
と
り
樹
体
の
高
圧
洗

浄
な
ど
の
除
染
作
業
を
行
い
、
そ
の
後
、

普
段
通
り
消
毒
な
ど
の
作
業
に
入
り
ま

す
。
「
時
間
が
い
く
ら
あ
っ
て
も
足
り
ま

せ
ん
。
剪
定
し
た
枝
も
徹
底
し
た
後
始
末

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
が
片
付
か
な
い

と
除
染
作
業
を
始
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
と
に

か
く
今
は
、
み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
艱
難
辛
苦
を
バ
ネ
に
常
に
探
究
心
を
燃

や
し
続
け
る
紺
野
さ
ん
。「
農
業
人
と
し
て

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
か
ら
生
じ
る
自

信
と
誇
り
を
も
っ
て
人
生
を
謳
歌
す
る
こ

と
が
私
の
生
き
方
で
す
」
と
言
い
ま
す
。

「
な
ぜ
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
が
大
事
か
と
言
え

ば
、
果
物
の
収
穫
時
期
を
見
れ
ば
分
か
り

ま
す
。サ
ク
ラ
ン
ボ
、モ
モ
、ナ
シ
、リ
ン
ゴ

と
続
き
ま
す
が
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
が
一
番
早

く
結
果
が
出
ま
す
。だ
か
ら
き
ち
ん
と
育

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
」

　
存
亡
の
危
機
に
あ
る
農
業
を
救
う
た

め
、
「
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
安
全
・
安

心
の
果
物
作
り
を
実
践
し
て
い
き
た
い
」

と
語
る
紺
野
さ
ん
。
お
い
し
い
サ
ク
ラ
ン

ボ
、
今
年
も
待
っ
て
い
ま
す
。

◀市場では今日も活気あるセリが行われる

※アイデンティティー ･････ 帰属意識、特定のある人・
　　　　　　　　　　　　　ものであること

か
ん
な
ん
し
ん

く

か

せ
ん
て
い

お
う
か

け
ん
さ
ん

※

生
産
者
と
花
屋
さ
ん
を
守
り
、

消
費
者
の
皆
さ
ん
に

心
を
癒
や
す
花
を
届
け
る
の
が

私
た
ち
の
役
目

花き卸業

橋本 栄市 さん

市中央卸売市場花き部
株式会社 福島花き  代表取締役社長

除
染
�
風
評
被
害
と
の
闘
い

立
ち
は
だ
か
る
困
難

震
災
か
ら
2
週
間
後
に
セ
リ
を
再
開

花
屋
さ
ん
た
ち
の
熱
気
に
感
動

使
う
土
に
配
慮
す
る
な
ど
生
産
者
の

努
力
を
出
荷
会
議
で
ス
ピ
�
チ

艱
難
辛
苦
を
バ
ネ
に
す
る

福
島
の
安
心
は
サ
ク
ラ
ン
ボ
か
ら

困
難
を
乗
り
越
え
る
た
め
の

探
究
心
は
常
に
持
ち
続
け
る
。

自
分
た
ち
の
技
術
を

磨
い
て
い
く
の
も
大
切
な
こ
と

果樹農家

紺野 繁勝 さん

オウトウ生産研究会  会長

こん の しげ かつ

はし もと えい いち
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イ
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ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
間
）

20㎞

30㎞

福島市

いわき市いわき市

相馬市相馬市

川俣町川俣町

広野町広野町

楢葉町楢葉町

富岡町富岡町川内村川内村

大熊町大熊町
双葉町双葉町

福島第一
原子力発電所

浪江町浪江町葛尾村葛尾村

飯舘村飯舘村

伊達市伊達市

南相馬市南相馬市

田村市田村市

二本松市二本松市

※平成23年9月現在

警戒区域
計画的
避難区域
緊急時避難
準備区域

午
後
２
時
46
分
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９･

０
の
巨

大
地
震
発
生
。
福
島
市
で
も
震
度
６
弱
を
観
測
。

日
常
が
一
変
し
た
苦
し
い
生
活
の
中
、
寄
せ
ら

れ
た
全
国
か
ら
の
温
か
い
支
援
。
県
民
同
士
の

強
い
絆
が
大
き
な
力
に
。

３
月
●
市
内
各
地
に
甚
大
な
被
害
発
生

11
日
午
後
２
時
50
分
、
市
災
害
対
策
本
部
設
置

●
市
内
各
所
に
避
難
所
開
設
。
住
宅
に
被
害
を
受

け
た
市
民
と
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
よ
り
相
双
地
域
か
ら
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
８
千
人
を
超
え
る
方
が
避
難
所
生
活

●
給
水
所
の
設
置
と
給
水
車
に
よ
る
給
水
、
水
道

の
復
旧
作
業
開
始

●
相
双
地
域
な
ど
か
ら
の
避
難
者
向
け
に
仮
設
住

宅
用
地
を
提
供

●
震
災
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談
窓
口
開
設

５
月
●
市
内
に
設
置
さ
れ
た
仮
設
住
宅
に
入
居
開
始

原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
の
流
出
。
不
安
と
風

評
と
の
闘
い
の
始
ま
り
。

４
月
●
市
独
自
に
環
境
放
射
線
量
測
定
を
開
始

●
南
相
馬
市
と
「
避
難
者
の
支
援
に
関
す
る
協
定

書
」
締
結
以
後
、
同
様
の
協
定
を
飯
舘
村
・
浪

江
町
と
も
締
結

市
内
に
南
相
馬
市（
４
月
）・
飯
舘
村（
６
月
）・

浪
江
町（
８
月
）の
出
張
所
が
開
設

５
月
●
全
て
の
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
で
除

染
作
業
を
開
始

７
・
８
月

●
渡
利
・
大
波
地
区
で
検
証
的
除
染
を
実
施

７
月
●「
東
北
大
学
福
島
原
発
事
故
対
策
本
部
福
島
市

分
室
」
開
設

●
公
園
の
除
染
を
開
始

９
月
●
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
妊
娠
中
の
方
に
、
個

人
線
量
計
（
ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
）
を
配
布

●
市
内
全
域
を
除
染
の
対
象
と
し
た
「
市
ふ
る
さ

と
除
染
計
画
」
策
定

●
市
医
師
会
と
連
携
し
「
放
射
線
と
子
ど
も
の
健

康
」
講
演
会
を
開
催

10
月
●
大
波
地
区
で
、
全
国
初
と
な
る
地
域
単
位
の
本

格
除
染
開
始

●「
希
望
あ
る
復
興
」
を
理
念
と
す
る
、「
市
復
興

計
画
基
本
方
針
」（
原
案
）
作
成

11
月
●
放
射
性
物
質
測
定
の
拠
点
「
放
射
線
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
開
所

●
市
内
産
の
米
か
ら
暫
定
規
制
値
を
超
え
た
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
、
出
荷
制
限
（
流
通
せ

ず
）
。
後
に
市
内
全
戸
検
査
実
施

12
月
●「
あ
っ
た
か
・
湯
っ
た
り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事

業
」
実
施
（
未
就
学
児
が
い
る
世
帯
を
対
象
に

市
内
温
泉
宿
泊
費
の
一
部
を
助
成
）

平
成
24
年

１
月
●「
放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
措
法
」
施
行

２
月
●
渡
利
地
区
の
本
格
除
染
開
始

●
市
内
全
域
の
果
樹
園
除
染
開
始

●
災
害
時
要
援
護
者
の
た
め
の
福
祉
避
難
所
を
指
定

●
市
独
自
に
移
動
式
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
ー
カ
ウ
ン

タ
ー
を
導
入
。
学
校
を
巡
回
し
検
査
開
始

３
月
●
市
内
21
カ
所
の
施
設
で
食
品
の
放
射
能
測
定
を
開
始

●「
市
ふ
る
さ
と
除
染
計
画
」
改
訂

平
成
23
年
3
月
11
日

巨
大
地
震
発
生

福島市内の空間放射線量（環境放射能測定値の推移）
■測定場所：県北保健福祉事務所（御山町）
■測定時刻：午後2時（3/15日は午後2時と午後6時40分）

0.63
マイクロシーベルト/時間

国の対応が混乱を極める中、子どもたちをはじめ市民の
安全を確保するため、校庭や園庭の表土を剥ぎ取り地中
に埋設、公園の除染も開始しました。

原発から約60km離れた福島市に、相双地域などか
ら、住み慣れた故郷を離れ多くの方が避難。市ではさ
まざまな支援に当たりました。

市内15ヵ所に建設された仮設住宅

地震により、市内全域で水道が
断水、あさひ台団地には崖崩れ
による避難指示を発令。

各地で停電が発生、市民は、余震が
続く中で不安な日々を過ごしまし
た。市庁舎にも多くの市民が詰め掛
けました。

混乱の中、福島市は市政だより速
報版を毎日発行し、避難所などに
配布、ホームページでも情報を随
時発信。その他、市と協定を結ぶ
FMポコでは、臨時災害放送を24
時間流し続けました。

復
興
の
へ道
筋

福
島
市

福
島
市
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
。

本
市
で
は
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し

を
取
り
戻
し
、
一
日
も
早
い
復
興
の

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

福島市 復興への道筋

その時原発事故
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／
時
間
）

20㎞

30㎞

福島市

いわき市いわき市

相馬市相馬市

川俣町川俣町

広野町広野町

楢葉町楢葉町

富岡町富岡町川内村川内村

大熊町大熊町
双葉町双葉町

福島第一
原子力発電所

浪江町浪江町葛尾村葛尾村

飯舘村飯舘村

伊達市伊達市

南相馬市南相馬市

田村市田村市

二本松市二本松市

※平成23年9月現在

警戒区域
計画的
避難区域
緊急時避難
準備区域

午
後
２
時
46
分
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９･

０
の
巨

大
地
震
発
生
。
福
島
市
で
も
震
度
６
弱
を
観
測
。

日
常
が
一
変
し
た
苦
し
い
生
活
の
中
、
寄
せ
ら

れ
た
全
国
か
ら
の
温
か
い
支
援
。
県
民
同
士
の

強
い
絆
が
大
き
な
力
に
。

３
月
●
市
内
各
地
に
甚
大
な
被
害
発
生

11
日
午
後
２
時
50
分
、
市
災
害
対
策
本
部
設
置

●
市
内
各
所
に
避
難
所
開
設
。
住
宅
に
被
害
を
受

け
た
市
民
と
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
よ
り
相
双
地
域
か
ら
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
８
千
人
を
超
え
る
方
が
避
難
所
生
活

●
給
水
所
の
設
置
と
給
水
車
に
よ
る
給
水
、
水
道

の
復
旧
作
業
開
始

●
相
双
地
域
な
ど
か
ら
の
避
難
者
向
け
に
仮
設
住

宅
用
地
を
提
供

●
震
災
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談
窓
口
開
設

５
月
●
市
内
に
設
置
さ
れ
た
仮
設
住
宅
に
入
居
開
始

原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
の
流
出
。
不
安
と
風

評
と
の
闘
い
の
始
ま
り
。

４
月
●
市
独
自
に
環
境
放
射
線
量
測
定
を
開
始

●
南
相
馬
市
と
「
避
難
者
の
支
援
に
関
す
る
協
定

書
」
締
結
以
後
、
同
様
の
協
定
を
飯
舘
村
・
浪

江
町
と
も
締
結

市
内
に
南
相
馬
市（
４
月
）・
飯
舘
村（
６
月
）・

浪
江
町（
８
月
）の
出
張
所
が
開
設

５
月
●
全
て
の
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
で
除

染
作
業
を
開
始

７
・
８
月

●
渡
利
・
大
波
地
区
で
検
証
的
除
染
を
実
施

７
月
●「
東
北
大
学
福
島
原
発
事
故
対
策
本
部
福
島
市

分
室
」
開
設

●
公
園
の
除
染
を
開
始

９
月
●
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
妊
娠
中
の
方
に
、
個

人
線
量
計
（
ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
）
を
配
布

●
市
内
全
域
を
除
染
の
対
象
と
し
た
「
市
ふ
る
さ

と
除
染
計
画
」
策
定

●
市
医
師
会
と
連
携
し
「
放
射
線
と
子
ど
も
の
健

康
」
講
演
会
を
開
催

10
月
●
大
波
地
区
で
、
全
国
初
と
な
る
地
域
単
位
の
本

格
除
染
開
始

●「
希
望
あ
る
復
興
」
を
理
念
と
す
る
、「
市
復
興

計
画
基
本
方
針
」（
原
案
）
作
成

11
月
●
放
射
性
物
質
測
定
の
拠
点
「
放
射
線
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
開
所

●
市
内
産
の
米
か
ら
暫
定
規
制
値
を
超
え
た
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
、
出
荷
制
限
（
流
通
せ

ず
）
。
後
に
市
内
全
戸
検
査
実
施

12
月
●「
あ
っ
た
か
・
湯
っ
た
り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事

業
」
実
施
（
未
就
学
児
が
い
る
世
帯
を
対
象
に

市
内
温
泉
宿
泊
費
の
一
部
を
助
成
）

平
成
24
年

１
月
●「
放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
措
法
」
施
行

２
月
●
渡
利
地
区
の
本
格
除
染
開
始

●
市
内
全
域
の
果
樹
園
除
染
開
始

●
災
害
時
要
援
護
者
の
た
め
の
福
祉
避
難
所
を
指
定

●
市
独
自
に
移
動
式
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
ー
カ
ウ
ン

タ
ー
を
導
入
。
学
校
を
巡
回
し
検
査
開
始

３
月
●
市
内
21
カ
所
の
施
設
で
食
品
の
放
射
能
測
定
を
開
始

●「
市
ふ
る
さ
と
除
染
計
画
」
改
訂

平
成
23
年
3
月
11
日

巨
大
地
震
発
生

福島市内の空間放射線量（環境放射能測定値の推移）
■測定場所：県北保健福祉事務所（御山町）
■測定時刻：午後2時（3/15日は午後2時と午後6時40分）

0.63
マイクロシーベルト/時間

国の対応が混乱を極める中、子どもたちをはじめ市民の
安全を確保するため、校庭や園庭の表土を剥ぎ取り地中
に埋設、公園の除染も開始しました。

原発から約60km離れた福島市に、相双地域などか
ら、住み慣れた故郷を離れ多くの方が避難。市ではさ
まざまな支援に当たりました。

市内15ヵ所に建設された仮設住宅

地震により、市内全域で水道が
断水、あさひ台団地には崖崩れ
による避難指示を発令。

各地で停電が発生、市民は、余震が
続く中で不安な日々を過ごしまし
た。市庁舎にも多くの市民が詰め掛
けました。

混乱の中、福島市は市政だより速
報版を毎日発行し、避難所などに
配布、ホームページでも情報を随
時発信。その他、市と協定を結ぶ
FMポコでは、臨時災害放送を24
時間流し続けました。

復
興
の
へ道
筋

福
島
市

福
島
市
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
。

本
市
で
は
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し

を
取
り
戻
し
、
一
日
も
早
い
復
興
の

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

福島市 復興への道筋

その時原発事故
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体内の放射性物質の種類と量を測定し、その摂取時点から一生※

の間の内部被ばく線量を推算したもの。放射性物質の半減期や体
外に排泄される速さを考慮して計算します。
※「一生」････【子ども▶70歳まで、大人▶50年間】

預託
実効線量
とは

市
放
射
能
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

福
島
県
立
医
科
大
学

放
射
線
医
学
講
座 

教
授

宍
戸
文
男
先
生

福
島
市
産
農
産
物
の
信
頼
を
取
り
戻
し
、

ふ
る
さ
と
の
田
畑
を
守
る
た
め
に
、

除
染
は
、農
地
で
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

放
射
能
に
よ
る
被
ば
く
へ
の

不
安
に
応
え
る
た
め
に・・・・

食
品
等
簡
易
放
射
能
測
定
器
を
131
台
確
保
、

５
月
末
ま
で
に
配
置
。

市
内
各
地
区
の
支
所
な
ど
で
、

市
民
が
持
ち
込
む
食
品
の
放
射
能
を
測
定
。

長年作り続けてきた田畑に、さらなる安全・安
心の確保のため、土壌改良資材を用いた除染を
実施。

昨シーズン暫定規制値を下回り、安全が
確認された果物。しかし、消費者には徹
底して安心なものを届けたいと、冬の間
に果樹園（樹体）の除染を実施。
一本一本、樹皮を丁寧に高圧洗浄機で洗
い流し、さらに樹種によっては、粗皮を
削り取ります。
その効果は、樹体に付着した放射性物質
を、高いもので80～90％低減します。

中学生以下の子どもと妊娠中の方を対象に、個人線量計
（ガラスバッジ）で外部被ばく積算線量を測定。

移動式ホールボディーカウン
ターを市独自で2月に導入。
県や医療機関などと連携しな
がら、中学生以下の子どもと
妊娠中の方を最優先に、内部
被ばくの検査を進めています。

昨年7月に渡利地区の住民の皆さんと共に行っ
た、除染作業と検証実験を踏まえ、9月に「市
ふるさと除染計画」を策定。

2月、渡利地区の本格除染がスタート。2月、渡利地区の本格除染がスタート。

大波地区では全国初となる、生活空間全体の本格
的な除染を10月から開始。除染ボランティアな
ど、全国から多くの協力をいただきました。

市内全ての市立学校、保
育所の給食も測定し、安
全・安心を確保。
さらに、市民がより身近
な場所で測定ができるよ
う、測定器を各支所・学
習センターなどに配置。
検査体制の充実・強化を
図ります。

放射性物質を詳
細に測定するゲ
ルマニウム半導
体検出器

個人持ち込みによる農作物や食品を検査します。測定結果を本人に
伝えるとともに、集計したデータを速やかにホームページなどで公
表。測定データを広く活用いただいています。

　福島市では36,767人が3カ月間、個
人線量計の測定を行いました。
　一人一人の行動の違いにより外部被ば
く線量は異なるため、実際にどの程度被
ばくしているのかを把握することで、生
活上の改善すべきことも判断できます。
測定の結果、平均値は3カ月で0.26ミリ
シーベルト（自然放射線含まず）。これを
4倍すると、これから先1年の概算値を
得ることができます。ICRP※が「復旧
期」の上限値とした年間20ミリシーベ
ルトを全員が大きく下回り、医師などで
構成する市健康管理検討委員会では、今
回の結果から放射線によるがんの増加な
どの可能性は少ないと判断しました。
　また、ホールボディーカウンターによ
る内部被ばく検査の結果では、預託実効
線量が1ミリシーベルトを超える方はい
ませんでした。同委員会としては、「健
康に影響を与えるような数値ではない」
との見解を出しました。
※ICRP ･････ 国際放射線防護委員会

福島市 復興への道筋
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体内の放射性物質の種類と量を測定し、その摂取時点から一生※

の間の内部被ばく線量を推算したもの。放射性物質の半減期や体
外に排泄される速さを考慮して計算します。
※「一生」････【子ども▶70歳まで、大人▶50年間】

預託
実効線量
とは

市
放
射
能
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

福
島
県
立
医
科
大
学

放
射
線
医
学
講
座 

教
授

宍
戸
文
男
先
生

福
島
市
産
農
産
物
の
信
頼
を
取
り
戻
し
、

ふ
る
さ
と
の
田
畑
を
守
る
た
め
に
、

除
染
は
、農
地
で
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

放
射
能
に
よ
る
被
ば
く
へ
の

不
安
に
応
え
る
た
め
に・・・・

食
品
等
簡
易
放
射
能
測
定
器
を
131
台
確
保
、

５
月
末
ま
で
に
配
置
。

市
内
各
地
区
の
支
所
な
ど
で
、

市
民
が
持
ち
込
む
食
品
の
放
射
能
を
測
定
。

長年作り続けてきた田畑に、さらなる安全・安
心の確保のため、土壌改良資材を用いた除染を
実施。

昨シーズン暫定規制値を下回り、安全が
確認された果物。しかし、消費者には徹
底して安心なものを届けたいと、冬の間
に果樹園（樹体）の除染を実施。
一本一本、樹皮を丁寧に高圧洗浄機で洗
い流し、さらに樹種によっては、粗皮を
削り取ります。
その効果は、樹体に付着した放射性物質
を、高いもので80～90％低減します。

中学生以下の子どもと妊娠中の方を対象に、個人線量計
（ガラスバッジ）で外部被ばく積算線量を測定。

移動式ホールボディーカウン
ターを市独自で2月に導入。
県や医療機関などと連携しな
がら、中学生以下の子どもと
妊娠中の方を最優先に、内部
被ばくの検査を進めています。

昨年7月に渡利地区の住民の皆さんと共に行っ
た、除染作業と検証実験を踏まえ、9月に「市
ふるさと除染計画」を策定。

2月、渡利地区の本格除染がスタート。2月、渡利地区の本格除染がスタート。

大波地区では全国初となる、生活空間全体の本格
的な除染を10月から開始。除染ボランティアな
ど、全国から多くの協力をいただきました。

市内全ての市立学校、保
育所の給食も測定し、安
全・安心を確保。
さらに、市民がより身近
な場所で測定ができるよ
う、測定器を各支所・学
習センターなどに配置。
検査体制の充実・強化を
図ります。

放射性物質を詳
細に測定するゲ
ルマニウム半導
体検出器

個人持ち込みによる農作物や食品を検査します。測定結果を本人に
伝えるとともに、集計したデータを速やかにホームページなどで公
表。測定データを広く活用いただいています。

　福島市では36,767人が3カ月間、個
人線量計の測定を行いました。
　一人一人の行動の違いにより外部被ば
く線量は異なるため、実際にどの程度被
ばくしているのかを把握することで、生
活上の改善すべきことも判断できます。
測定の結果、平均値は3カ月で0.26ミリ
シーベルト（自然放射線含まず）。これを
4倍すると、これから先1年の概算値を
得ることができます。ICRP※が「復旧
期」の上限値とした年間20ミリシーベ
ルトを全員が大きく下回り、医師などで
構成する市健康管理検討委員会では、今
回の結果から放射線によるがんの増加な
どの可能性は少ないと判断しました。
　また、ホールボディーカウンターによ
る内部被ばく検査の結果では、預託実効
線量が1ミリシーベルトを超える方はい
ませんでした。同委員会としては、「健
康に影響を与えるような数値ではない」
との見解を出しました。
※ICRP ･････ 国際放射線防護委員会
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E-mail : kouhou@mail.city.fukushima.fukushima.jp

福島市役所 広報広聴課

ホームページもご覧ください ▶ 福島市 検　索 クリック

4 またこらんしょ

2 福島の元気

8 福島の農業を支える人々
～ 福島市観光コンシェルジュのお薦めスポット ～
『花もみもある』ふくしま市へ

12 福島市復興への道筋

16 インフォメーション
●まちなか周遊「ももりん号」運行
●「ももりん号」で市内の
　　　　　　名所巡りを楽しもう！

荒川の堤防沿いには、約
220本の桜並木が勢ぞろ
い。子どもたちの元気に走
り回る姿と満開の桜が、春
を一層輝かせます。

「荒川桜づつみ
　 河川公園と子どもたち」
撮　影：宗 像　武 さん
　　　  　（平成23年度市民カメラマン）

撮影地：荒川桜づつみ河川公園（八木田）

■運行期間
4月7日（土）～22日（日）  毎日運行
午前9時40分～午後4時20分（約30分に1本の間隔で運行）

■運　賃（1日フリー切符）

■発　着

大人300円、小児150円

福島駅東口バスプール　6番乗り場

■問い合わせ 商業労政課 ☎024-525-3720
■運行コース
福島駅
東口 こむこむ館前 御倉邸

入口
稲荷神社・歴史館
（上町） 市役所前

信夫山入口
（福島テレビ） 古関裕而記念館前

競馬場前

県立美術館
入口

MAX
ふくしま

コラッセ
ふくしま

■こむこむ（子どもの夢を育む施設）
開館時間／9:30～19:00（火曜日休※祝日の場合は翌日）
入 館 料／無料
問い合わせ／☎024-524-3131
□春休み企画展
「～ドキドキとわくわくのページを開こう！～
とびだす絵本ワールド」（無料）
4月8日（日）まで 9:30～17:30
※ももりん号ご利用の方は、プラネタリウム団
体料金で観覧できます。

■御倉邸（旧日本銀行福島支店長役宅）
開館時間／10:00～18:00（火曜日休※4月を除く）
入 場 料／無料
問い合わせ／☎024-522-2390
□ふくしまの民話ライブ（無料）
4月7日（土）～22日（日）10:00～16:00
□市民定例「茶会」（無料）
4月15日（日）10:00～15:00
□御倉邸のさくら祭り
4月15日（日）11:00～16:00

■ふれあい歴史館
開館時間／9:30～16:30（火曜日休※祝日の場合は翌日）
入 館 料／無料
問い合わせ／☎024-521-5318
□特別展「芭蕉と福島 ～昔の旅と芭蕉が歩
いた福島のまち～」（無料）
4月1日（日）～6月25日（月）

■JRA福島競馬場
入 場 料／100円（競馬開催期間のみ）
問い合わせ／☎024-534-2121
□春の福島競馬開催
4月7日（土）・8日（日）・14日（土）・15日（日）・
21日（土）・22日（日）・28日（土）・29日（日）

■古関裕而記念館
開館時間／9:00～16:30 最終入館16:00
入 館 料／無料
問い合わせ／☎024-531-3012
□桜ライブコンサート
●男声合唱の調べ（有料）
4月8日（日）14:00～15:30
●オカリナの調べと、みんなで歌おう（無料）
4月14日（土）13:30～15:00
●ハモンドオルガンとみんなで歌おう（無料）
4月22日（日）14:00～15:30
□古関メロディーをみんなで歌いましょう
毎週日曜日 11:30～13:00
※都合により変更する場合があります。

■音楽堂
開館時間／9:00～21:00（12月29日～1月3日休）
入 館 料／無料
問い合わせ／☎024-531-6221
□バックヤードツアー（約15分）
　ホールやパイプオルガンをご案内します。
4月8日（日）～20日（金）※14・15日は除く

スタート時間／11:00 12:00 14:00 15:00 16:00
※都合により変更する場合があります。

■県立美術館（4月6日（金）まで臨時休館）
開館時間／9:30～17:00 最終入館16:30

（月曜日休※祝日の場合は翌日）
問い合わせ／☎024-531-5511
□企画展 五味太郎作品展「絵本の時間」
4月14日（土）～5月20日（日）
観 覧 料／一般・大学生700円（560円）

高校生500円（400円）
小・中学生300円（240円）　

□常設展 コレクションⅠ
4月7日（土）～7月1日（日）
観 覧 料／一般・大学生260円（210円）

高校生以下無料　
※（　）は20人以上の団体料金です

■A・O・Z（アオウゼ）
開館時間／9:00～21:00
入 館 料／無料
問い合わせ／☎024-533-2344
□花見山の花々写真展（無料）
4月30日（祝）まで
□樹木医に聞く桜の木の話（無料）
4月10日（火）14:00～
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■福島の元気
■またこらんしょ
■福島の農業を支える人々

■福島市復興への道筋

表紙紹介

まちなか周遊
「ももりん号」運行
まちなか周遊
「ももりん号」運行
フルラッピングされたバスが、市内を巡ります。

「ももりん号」で市内の名所巡りを楽しもう！


